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母親と幼児のふれあいに及ぼす親子体操教室の影響

Thee島 ctof a fitness program on the interaction between mothers and kindergarteners. 

富田寿人 1}，森恵美子 I)，藤原敬志 2}，芹沢佑亮 2)，板垣品行a

HおaωTOMITA，Emiko MORI， Takashi FUJIWARA， Yusuke SERIZAWA and Masayuki ITAGAKI 

Abstra抗: E且迎盤豆:To investigat正予 thechange of interaction between mothers and 

kindergarteners by using a fitne湖 programdesigned for paren臼 andchildren. 盟室主担金:18

kindergarteners and their mothers participated in a fitness program for parents and children. 

The fitness program was carried out over 10 weeks， once a week for 60 minutes per se倒白n.On

pre andpost也tnessprograms， a survey was designed to ascertain how mothers interacted with 

theなchildren(methods and time) and how each mother's consciousness towards her child 

changed. .Qonclusion~: Due to the fitness program， importantly， mothers' consciousness with 

their children was ableωbe raised during that time and mothers' behavior was also a島 cted.

1.はじめに

近年，我が国の家庭や家族のあり方が大きく変わったという

認識はほぼ共通になってし喝.いわゆる専業主婦は少なくなり，

家事や育児を専門に扱う機関や業者に委託するという外部化が

進み，結果として家族内でのコミュニケーションは少なくなっ

ている.そして，このような家庭の変化は，これからもいっそ

う進むというのが大方の見方だ.日本女子宇士会教育会。の資料に

よると，アメリカと日本を比較してみると，日本では親と子が

一緒に行動することが少なし、と報告している.アメリカでは，

家で一緒にテレビをみたり音楽を聴いたり，あるいは一緒に買

い物に出かけたりといったことはほとんどの家庭でやっている

ようだが，日本では二世帯に一つほどで，日本の家庭では一緒

に家事をしたり，外を散歩したり，公園で遊んだりということ

はあまりないのが現状である.

このような現象の原因として，女性の就業率が向上している

ことが挙げられる.1985年に男女雇用機会均等法， 1991年に

育児休業法が制定され，女性の職場進出が進んでいる.女性の

未婚化が進んだことや子どものいない既婚者世帯が増えたこと

から労働力率は大きく上昇した.また，子育てとの両立が容易

になるよう保育施設の充実キ都寺間就業ができるような制度が

確立してきた.斎藤勾によると， 1987年で専業卦請を予定して

いる女性が23.9%だ、ったのに対し，2∞5年には11.7%と12.2%

減少している.それに対し，出産後は子育てと家事を両立させ

る事を予定としていた女性は， 1987年の時点で15.3%だ、ったの

に対し，笈)()5年には20.9%と上昇している.
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また，厚生労働省勾によると，平成 18年度から全国 12都市

にマザーズ、ハローワークを，平成19年度からマザえーズ‘ハローワ

ーク未設置県の主要なハローワークにマザーズサロンを設置し，

子育てをしながら就職を希望する女性に対して，子供連れで来

所しやすい環境を設備すると共に，求人情報明白方公共団体等

どの連携による子育て情報などの提供など，再就職に向けた総

合的治η 一貫した支援を行っている.明或 20年度においては，

地方の中核的な都市のハローワークにマザーズコーナーを設置

して同様のサービスを展開すると共に，出張相談・出張セミナ

ーを実施し，子育てをしながら就職を希望する女性に対する就

職支援の充実を図っている.

一方，このような職を持っている母親の悩みでは， r子供と過

ごす時間が寸分につくれない」が上位に入っている今この結果

からも，母親が子供とふれあう時間が年々減る傾向にあること

が推察される.家庭における人間関係は，子供の心の成長に極

めて大きな影響を与える.現代の日本l堆獅句豊かさを手に入

れたが，それに伴う社会の大きな変化の中で，親子の生活サイ

クルにズレが生じ，親子のふれあいの時間の減少をまねいてい

るものと思われる.

また，子供との遊ぶ時間の低下は，子供の体力の低下にも少

なからず影響しているものと居われる.文部科学省、が行ってい

る体力・運動能力調査句によると，子供の体力・運動能力は，昭

和60年ごろから現在まで低下傾向が続いていると報告されてい

る.子供の体力が低下している原因は，子供を取り巻く環境が

変化しているからだと報告されている.保護者をはじめとする

国民の意識の中で，外遊びやスポーツの重要性を学力の状況と

比べ，輯見する傾向が進んだことにあり，また，生活様式の変

化により，日常生活における身体を動かす機会の減少が原因と

して挙げられている.さらに，子供の運動不足の直接的な原因
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としては，室外遊びから室内遊~，体を動かす甑メからテレ

ビゲームなどへの甑J(J)変化，空き地などの手軽な遊び場の減

少，少子化などによる仲間の減少である.

斎藤3によると， 5歳半の子供の半数は休日にコンヒ。ューター

ゲームをしている.また， 1日にテレビやDVDを観る時聞は3

時間以上が3割を超え，テレビゲームやパソコンをする時間は1

時間以上が半数を超えている.このように子どもの遊びは，室

内でテレビやDVDをみたり，テレビ、ゲームやパソコンで遊ぶ事

が多くなってきた.鈴木ら。の研究て参耕市内の園児を対象に行

ったアンケート調査によると，習い事をしている園児は2人に 1

人と高し呼頃向にあることを報告しており，その内容は， 1位水泳

2位英会話などの語学， 3位音楽となっている.習い事をしてい

る時間帯については幼稚園や保育濁が終わった後や，休日の昼

間などに通っており，家族とのふれあう時間が少なくなってい

る原因の1っと考えられる.

子供の体力だけでなく，母親の体力にも変化が見られている.

富田ηによると，j@手，女性はやせている人の苦手恰も増えており，

50歳料請の女性では庇摘とやせの二極化が進んでいる.このよ

うな形態の特徴をもっ中高年者の体力は昭和田年頃までは増

力日傾向にあったものの，その後は30代から 40代で低下する傾

向にあることを報告している.

そこで，本研究では，母親への依存度が高い幼児(年長児)

とその母親を対象に，親子のふれあい体操教室を開催し，その

教室前後で親子のふれあいにどのような変化がおこるのかを調

査しようと考えた.普段ふれあう時聞が少なくなってきた現代

の親子にふれあいの時間を設けることで，親子の理解を深め，

そして子供は母といっしょに体を動かすことの面白さを感じる

ことができるのではないかと思われる.

2.目的

本研究の目的は，掛川市内にある桜木こども簡の年長組の園

児とその母親を対象に，掛川総合スポーツクラブの親子ふれあ

い教室に参加してもらい，教室前後での親子のふれあいの時間

や質の変化を解明することであった.

3.対象

対象者は掛川こども園に所属する闘児(年長クラス)とその

母親であった(男児 11人，女児 7人とその母親 18組の計 36

人).園児の被験者の平均年齢は男児5.6:!:0.5歳，女児5.4土0.5

歳，平均身長は男児 112.6:!:5cm，女児 112.1:!:5岨，平均体重

は男児 18.1:!:3.3kg，女児 18.0:!:3.1kgであった.母親の被験者

の平均年齢は34.4:!:3.1歳，平均身長は 159.0:!:4.29cm，平均体

重は53.3:!:5kgであった.

4.方法

(1)前提条件(親子ふれあ時憶の内容)

被験者には，掛J11総合スポーツクラブにて 10月の上旬から 11

月の下旬にかけて行われた親子てマ参加するふれあい教室プログ

ラム(週 1回の計8回)に参加してもらった.さんりーなのア

リーナにて行われた教室は，ふれあいエクササイズ (4回)，音
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に合わせたエアロビ (2回)，トランポリン (2回)の3種目(計

8回)であった.

(2)技法と設問事項(アンケート方法と内容)

アンケートの目的は，母親を対象に，子供との普段の生活と

ふれあい度についての調査をすることであった.アンケートは

教室プログラムの前後の測定時に渡し， l劃尺式のアンケートに

回答してもらうことによって，教室による親子のふれあいの変

化を比較した.実際のアンケートを資料として添付する.その

アンケートの内容について，簡単に説明する.

1)教室前の質問事項

1.1， 1・2:今回プログラムに参加した子供を基準とした家族構

成と，兄弟の有無について.

1・3 :被験者(母親)が現在働いているかどうか，また

働いている場合，ご主人との共働きなのか.

2-1，2・2:どんなときにどのようなスキンシップ取っているか.

2-3 : 1日にどのくらい子供と話をしているか.

2・4，2・5，2・6

2・7

:食事や入浴，就寝をどれだけ子供と一緒に行っ

ているか.一緒に行っていると答えた母親には

週にどのくらし、行動を共にしているか，一緒に

行っていないと答えた母親には，子供は誰と一

緒に行動を共にしているか.

:子供と外で一緒に遊んでいるかどうか.また一緒

に遊んでいない場合は誰と一緒に遊んでいるの

かを尋ねた.

2・8 :子供のよく遊ぶ友人の数について.

2・9，2-10， 2・11

:子供とのふれあいについて， 1日にどのくらい

ふれあってしものか，今現在満足しているのか，

ふれあうことで一番大事だと思っていること

について.

2)教室後の質問項目

1・1 :今回のプログラムの参加日数について.

1・2，1・3:プログラム以外の時間でもプログラムについて話

をしたり，プログラムで行った運動などをしたか

どうか.

1-4 :プログラムについての感想

2-1， 2・2，2-3， 2・4

2・5

2-6 

:プログラム前と比べた，子供との食事や入裕，

就寝，遊忘時間の変化について.増えたと答え

た母親にはどのくらい増えたのか，減ったと答

えた母親にはどのくらい減ったのか.

:プログラム前と比べた，子供と話をする時間の変

化について.

:プログラム前と比べた，子供とふれあう時間の変

化について.増えたと答えた母親にはどのくらし、

増えたのか，減ったと答えた母親には，どのくら

い減ったのか.

2・7，2・8 :子供とのふれあいについて，今現合摘足している
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のか，ふれあうことで一番大事だと思ってL喝事.

:プログラムに参加したことによる，子供の遊L'<U)

内容の変化について.変わったと答えた母親には

子供の遊びがどのように変わったのか.

3・2，3・3 :プログラムに参加したことによる，子供がよく遊

ぶ友人の数や人の変fl:j:官、て.

5.回収と集計

アンケートの回収数は教室前が 18..教室後が 16であった。

それぞれのアンケートついては，項目ごとに回答数と回答率を

求めた.

6.結果

18組の親子を対象に実験を開始したが，体調などを理由に後

値測定を欠席した人が出たため，教室前は 18人，教家後は 16

人の母親のアンケート結果を回収した.人数の変動があったが，

このまま集計処理をすることとした

(1)教室前アンケートの結果

教室前のアンケートの結果と回答率を表 1~3 に示した

1)家族構成と母親の仕駒コ有無について

問1-1では子供が何人いるのかを尋ねた r1人Jが18人中5

人 (28%)，r2人」が 8人 (44%)，r3人」が 5人 (28%) と

いう結果で，兄弟がいる家庭が意外に多い結果となった

問1・2では，教室に参加してし、る子供を中心とした家族構成を

尋ねた. r祖父がいるJが 18人中 2人 (11%)，昨且母がいるJ

が1人(6%)と低し、値となった.また， r兄がし、るjが6人(33%)，

「姉がいるJが1人 (6%)，r弟がいるJが6人 (33%)，r~財宝

いる」が2人 (11%)だ、った.兄弟姉妹がいる子が， 18人中 13

人 (72%)と高し呼直を示すのに対し，祖父母がいる子は 18人中

2人 (11%)とかなり低し、値を示した.兄昂姉妹の内訳を尋ねた

ところ， r兄が2人いる」が 13人中2人 (11%)，r兄が 1人い

る」が 4人 (22<}も入「姉が 1人いるJが 1人 (6%)，r弟が 1

人いる」が6人 (33%)，r妹が2人し、る」が 1人 (6%)，r妹が

1人いるJが1入 (6%)であった.

問1・3では母親が現在働いているかどうかを尋ねた. r働し、て
いるJと答えた母親が 18人中4入 (22%)，r，働いていなし、jと

答えた母親が 16人 (78%)であり，跡、てし、な吋臓が大半を

占めた. r働いていないJと答えた母親のうち I人が， r定期的

ではないが，年に 5日ほど仕事をしている」と答えていた.ま

た，子供が 1人しかし、なし、と答えた母親の5人中3人が「働い

ている」と回答していた「働いているJと答えた母親に，週に

何日働いているのかを尋ねたところ， r週に3日働いているJ，r週
に4日働いているJ，r週に5叶日働いているJ，r不定期に働い

ているJと答えた母親がそれぞれ 1人ずつ (25%)であった.

働いている時間帯は， r午前中のみJが4人中2人 (50%)，rそ
の他jが2人 (50%)で， rその他jを選択した母親の回答は，

rlO~13 目的と r15~18時J に働いているとし、うものだった.

ご主人と共働きかどうかも尋ねたところ， r共働きだJと答えた

母親が4人中 3人 (75%)，r共働きではないJと答えた母親が

1人 (25%)であった.

69 

表1.家庭の様子

1・2 一緒に暮らしている家族

選択肢 回答数(人) 回答率(%)

主亘父 2 11 

祖母 6 

父 18 100 

母 18 100 

見 6 33 

姉 6 

弟 6 33 

妹 2 11 

その他 。 。
兄2人 2 11 

兄1人 4 22 

姉1人 6 

第1人 6 33 

妹2人 6 

鎌1人 6 

2)子供との普段の関わりについて

間 2・1ではどんな時に子供とふれあっているのかを尋ねた

(複数巨塔可). r食事中j が18人中 13人 (72%)，r入浴中J

が12人 (67%)，r就寝前」が 14人 (78%)，r時間が空いてい

るときJが 18人 (1∞%)， rその他jが2人 (11%)であった.

その他を選択した母親の田容は「料理をしているときj と「遊

ぶとき」というものであった.

間2・2でi丸子供とどんなスキン、ンップを取っているのかを尋

ねた(複数巨塔PJ). r手を繁く1が 18人中 15人 (83%)，r話

しているときに体の一部を触るJが11人 (61%)，r抱きしめるJ

が16人 (89%)，r一緒に寝る」が 16人 (89%)，r一緒に遊ぶJ

が12人 (67%)，rホッべなどにキスをする」が 16人 (67%)，

r(7)その他jが2人 (11%)であった. rその他Jを選択した母

親の回答は， rくすぐりあうj と「ひざの上に座らせて本やテレ

ビ，話をする」というものであった.スキンシップを取ること
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はほとんどの母親が行っており，その他以外の台墾択肢の回答

率が60%ιuという高い結果となった.

間2・3では子供と一緒に食事をとっているかを尋ねた i一緒

に食事を取っているjが 18人中 17人 (94%)，r一緒に食事を

取ってし、なし、jが 1人 (6%)と， r一緒に食事を取ってし、るj

と答えた母和主ほとんどであった. i一緒iこ食事を取っているJ

と答えた母親に，いつの食事を一緒にとってし、るかを尋ねた(複

数回答可)ところ， r朝食JiJ'¥ 17人中 15人 (88%)，r夕食jが

17人 (1∞%)， rその他lが6人 (35%)であった. rその他j

を選択した母親は全員， r休日のお昼も一緒Jと回答していた.

また，週にどのくらし、一緒に食事を取っているのかを尋ねたと

ころ， r毎日Jが 17人中 17人 (1∞%)であった r一緒に食事

を取っていなし、Jと答えた母親に，子供は誰と食事を取ること

が多いのかを尋ねた(複数回答可7ところ， r父Jと「兄弟姉妹j

と医塔した

間 2・4では一日にどのくらし、子供と話キ読み聞かせをしてい

るのかを尋ねた r30分未満」が 18人中 7人 (39%)，r30分

叶 O分未満Jが3人(17%)，rl的分~的分剥商Jが8人 (44%)

であった.

問2・5では子供と一緒に大浴をしているかを尋ねた. r一緒に入

浴しているJが 18人中 16人 (89%)，r一緒に入裕していなしリ

が2人 (11%)であった. r一緒に入浴しているJと答えた母親

に，週にどのくらい一緒に入浴しているかを尋ねたところ， r毎
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2-3-1いつの食事を一緒1::とっているか(fはいの人のみ)
司E根防 回答数(人) 回答率(%)
麟舎 15 88 
忌金 。 。
夕食 17 100 

干の伯 ヨ 18 
2・3-2週にf耳目一緒に食事をとっているか(flまい」の人のみ)

選択肢 回答数(人) 回答率(%)
毎日 17 100 

選5-6 。 。
選3-4 。 。
選1-2 。 。

2-3-3誰と=語記走事をとっているか(fいいえの人のみ)
選択肢 回答数(人) 回答率(%)

父 100 
祖父母 。 。
明書員極右犠 100 
一人 。 。
その他 。 。

39 
17 
44 。

日Jが 16人中7人 (44%)，r週5叶日」が6人 (38%)，r週 I 2-5-1 

3"'4日Jが 3人 (19%)だ、った.また， r一緒に入浴していな

い」と答えた母親に，子供は誰と一緒に入浴することが多し、か

を尋ねた(複数回答可)ところ， r父Jが2人中2人 (1∞%)，

「兄昂姉妹Jが 1人 (50%)で、あった.

表2.親子のふれあいの様子

2・6一緒iコ婁ているか

選択肢 回答数(人) 回答率(%)

はい 17 94 
いいえ 6 

2-6-1 過に何回一緒に寝ているかげはい」の人のみ)

選択肢 回答数(人) 回答率(%)

毎日 13 76 
週5-6 3 18 
週3-4 6 
調1-2 。 。

2-6-2誰と一緒に寝ることが多いか(fいいえ1の人のみ)

選択肢 回答数(人) 回答率(%)

父 。 。
祖父母 。 。
5i'.組織録 100 

一人 。 。
その他 。 。
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問 2・6では子供と←緒に寝ているかを尋ねた「一緒に寝てい

るJが 18人中 17人 (94%)，r一緒に寝ていなし、」が 1人 (6%)

であった. r一精に寝ているJと答えた母親に，週にどのくらい

一緒に寝てし、るかを尋ねたところ， r毎日」が17人中 13人(76%)，

I週 5吋日」が3人 (18%)， r週 3~4 臼」が 1 人 (6%) だ

った.また， r一緒に寝てし沿い」と答えた母親に，子供は誰と

一緒に入浴することが多し、かを尋ねた(複数巨塔可〉ところ， r兄
弟姉妹」と回答した.

問2・7では子供と一緒に外で遊んでいるかを尋ねた r一緒に

遊んでいるJが 18人中 12人 (67%)，r一緒に遊んでいなし、J

が6人 (33%)であり，全体の 1/3の母親が子供とは一緒に遊

んでいないと答えた. r一緒に遊んでいるJと答えた母親に，週

にどのくらしト緒に遊んでいるかを尋ねたところ， r週5寸日」

が 12人中2人(17%)， r週 3~4 臼 J が 7人 (58%) ， r週 1~

2日」が 3人 (25%) と，週の約半分は子供と遊んでいる母親

が多かった.また， r一緒に遊んでいなし、Jと答えた母親に，子

供は誰と一緒に遊ぶことが多む、かを尋ねたところ， r父jが6人

中 1人 (17%)，r兄弟古融和が 6入 (1∞%)， r友人Jが4人

(67%)で、あった.

表3.ふれあいに関する評価

2-8よく遊ぶ友人の数

選択肢 回答数(人) 回答率(%)

1人 6 

2人 4 22 

3人 7 39 

4人 2 11 

5人 4 22 

6人 6 

7人 。 。
8人 。 。
9人 。 。
10人 6 

11人 。 。
12人 。 。
13人 。 。
14人 。 。

L一一
15人 6 
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2・9 1日にふれあう平均時間

選択肢 回答数(人) 回答率(%)

ほとんどなし 。 。
30分未満 2 11 

30分-60分未満 2 11 

60分-90分未満 3 17 

90分以上 11 61 

問 2・8では子供の良く遊ぶ友人の数を尋ねた r1人Jが 18

人中6人 (6%)，r2人Jが4人 (22%)，r3人Jが7人 (39%)，

r4人Jが2人 (11%)，r5人Jが4人 (22%)，r6人jが 1人

(6%)， rlO人Jが1人 (6%)，r15人Jが1人 (6%)であり，

ほとんどの母親が 1~5人と答えていた.

間2・9では子供とふれあう時間は 1臼平均どのくらいかを尋

ねた. r30分未満Jが 18人中2人 (11%)，r30分'"'-'60分未精J

が2人 (11%)，r60分~伺分未満Jが3人 (17%)，r90分以

上j が 11人 (61%)で、あった.

間 2・10では子供とふれあう時間の備足度を尋ねた. r寸づ長足
りてむ、るJが 18人中2人 (11%)，r足りているJが 10人(56%)，

「あまり足りていなし、」が 5人 (28%)，r足りていなし、Jが 1

人 (6%)であった. r村士足りているJr足りているJと答えた

母親は全部で 18人中白人 (67%)，rあまり足りていなし、Jr足

りていなし、Jと答えた母親は全部で6入。3%)であり， 2/3

の母親が現状に満足してし、る結果となった.

問2・11では子供とのふれあいで大事だと思う事を尋ねた(複

数巨搭可).rよく会話をしたり話しかけたりすることjが18人

中10人 (56%に fスキンシップを取ることJが 11人 (61%)，

f体を使つで一緒に遊ぶことJが 3人 (17%)，r一緒に入浴し

たり食事を取ったりと行動を共にすることJが1人 (6%)，rそ
の他jが2人 (11%)だった. rその他jを濁尺した母親の回答

は，日吉をちゃんと聞いてあげること」と「褒めること」であっ

た

(2)教室後アンケートの結果

教室後のアンケートの結果と回答率を表4へ6に示した.

1 )今回参加したプログラムについて

間 1-1ではプログラムの参加回数を尋ねた. r7~8 回J が 16

人中 14人 (88%)，r5~ 回J が 2 人(四%)であり，出席率

は高かった.
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問 1・2ではプログラムに関する話を子供としたかを尋ねた.

「たくさん話したJが 16人中 3人 (19%)，r少し話したjが

13人 (81%)であった.

間 1-3ではプログ、ラムマTった運動や遊びを家でもしたかを

尋ねた rたくさんした」が 16人中 1人 (6%)，r少ししたJが

10人 (63%)，rほとんどしていなしリが5人。1%)であった.

問1-4ではプログラムに参加した感想を尋ねた. rとてもよか

ったJが16人中9人(56%)，rまあまあよかったjが7人(44%)

であり，母親会主員が「とてもよかったJrまあまあよかった」と

答えた.また，どんなところがよかったかを尋ねた結果を以下

に示す.

・男の子のせいもあり普段会話カりPなし、が，ふれあい教室の後，

お話が多くなった

-親子でのスキンシップの時間になった.自宅で遊ぶ参考にな

った

・子供が楽しく取り組めて，親はほどよく動けたところ

・体を動かすのがとても気持ちよく，楽しかった.

-親子での遊びや，逆上がりやボール投げのコツになる遊びな

どを教えてもらい参考になった

・いろいろなことが出来た

-なかなか---ii者にふれあう機会が無かったため，ふれあえたと

ころがよかった

・子供が喜んで参加してくれた

-遊びながら体の使し、方々報え方泊冷かった

・自分の子供の体について，良いことも悪いことも知る機会と

なった

-子供の相手をしながら自分の運動をする却部功かった

・普段体を動かさないので，運動ができてよかった

・体を動かすことの心地よさを親子で感じられた

.子供がとても楽しみにしていた

-親子でできたこと

・普段運動しなしゅで，親子で港動できてよかった

表4.教室〈の参力即伏況

Vo1.18，2 0 1 0 

2)プログラムに参加したことによる子供とのかかわりの変化

について

間 2-1では子供と一緒に食事をとる時間の変化について尋ね

た「変わらなb、」が 16人中 16人 (1∞%)であった.

間2・2では子供と一緒に入浴するE輔の変化について尋ねた.

f増えたJが16人中 1人 (6%)，r変わらなし、」が 15人 (94%)

であった.また， r増えた」と回答した母親にどのように変わっ

表5.教室の生活およびふれあしいの効果
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たのかを尋ねた(複数阪港可7ところ， r一精に入浴する日数が

増えたJと答えた.

間2・3では子供と一緒に寝る時間が変化したかを尋ねた. r増
えたJが 16人中 1人 (6%)，r変わらなし、Jが 15人 (94%)

であった.また， r増えた」と巨搭した母親にどのように変わっ

たのかを尋ねた(複数巨搭司ところ， r一緒に昼寝をするよう

になったJと答えた.

問2・4では子供と一緒iこ遊油寺間の変化について尋ねた. r増
えたJが 16人中 8人(印%)， r変わらなし、Jが8人 (50%)

であった.また， r増えたJと答えた母親にどのように変わった

のかを尋ねた(複数回答可)ところ， r一緒に遊ぶ時間が増えたJ

が8人中2人 (25%)，r一緒に遊返還鯛が長くなった」が7人

(88%)， rその他lが 1人(13%)と，遊ぶ時間が長くなった

親子が多かった rその他」を選択した母親の回答は， rダンス

系が苦手なので教えていただいたリズムの動きとか，今までや

らないことを増やした」であった.

問 2・5ではプログラム前と比べた子供と話をする時間の変化

について尋ねた rずいぶん増えたJが 16人中 1人 (6人)， r少
し増えた」が9人 (56人)， r変わらなし、Jが6人 (38%)であ

った rずいぶん増えたJと「少し増えたJと答えた母親は 16

人中 10人と，多くの母親が増えたと答えたのに比べて， r少し

減ったJrずいぶん減ったj と答えた母親は一人もし、なかった.

間 2・6ではプログラム前と比べた子供とのふれあう時間の変

化につして尋ねた. r増えたJが 16人中6人 (38%)，r変わら

なし、jが 10人 (62%)で、あった.また， r増えたj と答えた母

親にどのくらい増えたかを尋ねたところ， r30分剥議Jが6人中

2人(お%)， r泊分吋O分釆満Jが3人(印%)， rl伺分~節

分示満Jが1人(17%)であった.

間 2・7では子供とふれあう時聞が足りてし、るかどうかを尋ね

た. r寸づま足りているjが 16人中 4人 (25%)，r足りてしも」
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が7人 (44%)，rあまり足りていなし、」が5人 (31%)てeあっ

た.円づ士是りているJr足りている」と!答えた母親は 16人中 11

人 (6'9%)であり，教室前と比べて 2%増えた.

問2・8では子供とのふれあいで大事だと思う事を尋ねた(複数

回答可).rよく会話したり話しかけたりすること」が 16人中 14

人 (88%)，rスキンシツプをとること」が 13人 (81%に「体を

表6.教室。漣ひk の影響

使って一緒に遊ぶことJが 11人 (69%)，r一緒に入浴したり食

事を取ったりと行動を共にすることjが 10人 (63%)，rその他J

が 1人 (6%)であった.rその他jを溜尺した母親の回答は， II絵

本を読むこと.笑顔でいること.怒るときは真剣にJであった.

「体を使って一緒に遊ぶことJに関しては，教室前が回答率 17%

だ、ったのに対し，教室後は69%になり， r一緒に入浴したり食事

を取ったりと行動を共にすることJは 6%から 6.3%と非常に増

えたまた他の回答も見てみると， rよく会話したり話しかけた

りすること」と答えた母親は 56%から 88%，rスキンシップを

とることjは61%から 81%と，どの選択肢も回答率が上がって

いた.

3)プログラムに参加したことによる子供の遊ひ'の変化につい

て

問3-1では子供の遊びの内容の変化を尋ねた r変わったJが

16人中6人 (38%)，r変わらなし、Jが 10人(回%)であった.

「変わったJと答えた母親にどのように変わったのかを尋ねた

(複数便潜可7ところ， rプログラムで行っ也監びをするように

なった」が6人中 5人 (83%)，r兄弟そ親と遊消寺聞が多くな

ったJが 1人 (17%)，rその他lが2人 (33%)であった.ま

た， rその他jを選択した母親の回答は， r父とのふれあいも多

くなったJと「父親に捕まって00まで歩く，とし、う遊びをや

るようになり，弟も真似たりして，力が付いた」であった.

問3・2では子供の遊ぶ友人の人数の変化について尋ねた r増



74 

えた」が 16人中5人 (31%)，r変わらない」が 11人 (69%)

で、あった.

問3.3では子供の良く遊ぶ友人の変化について尋ねた r変わ

ったJが 16人中 1人 (6%)，r変わらなし、」が 15人 (94%)

で、あった.

7.考察

教室前のアンケート結果に注目すると， r子供とふれあう時間

が足りていなし、Jと答えた母親は 18人中6人と， 1/3の母親

が足りていないと答えている.このような親子のふれあいの低

下の原因のーっとして，母親の就業率の向上があげられる 6) マ

ザーズハローワークの設置や，短時間就業と取り入る会社が増

えたことにより，母報は子育てをしながら就職舌動を行うこと

が容易になり，結婚・出産をしても仕事を辞めずに働いている

母親が多いことが予測される.つまり，母親が働いているので

子供との時聞が寸づ長に取れないという状態が生じているのでは

ないだろうか.そこで，本研究における「現在働いているかj

という質問項目を見ると， r.働いているJと答えた母親は 18人

中4人と，意外に少ない結果となった.しかし，この4人の内3

人の母親が，子供は1人だと答えている.また， r定期的な仕事

はしていないが，忙しいときにたまに手伝いに行くバイトをし

ているJと答えた母親が 1人おり，この母親もまた，子供は 1

人だと答えている.子供は1人だと答えた母親は，本研究では5

人おり，その内 4人は常勤ではないが，なんらかの仕事をして

いるということになる.このことから，子供が 1人しかし、ない

母親は，子供カ1複数人いる母親よりも，育児と仕事を両立させ

やすし、のではないかと考える.また，祖父母がいる家庭では子

供を祖父母に預け，仕事に行く母親が多いとも考えられる.し

かし，本研究の被験者の 18組中 16組は核家族であり，祖父母

がいるから仕事をしているとは考えにくい.つまり，子供が 1

人だと母親は仕事をすることができるが，子供との時聞が作れ

なくなる.また，子供が 2人以上し、る場合は子供 1人に費や

す時間が生滞納に減ってし、く.このため，親子がふれあう時間

が抜かし， r子供とふれあう時間が足りていないj と答えている

母親が 1/3もいたのではなし、かと考える.

教室前後のアンケート結果を見てみると，子供とふれあう時

間が「あまり足りていなしリ「足りていなし、Jと答えた母親の人

数は，教室前が6人教室後は5人と， 1人減ってはしもものの

あまり変化は見られなかった.しかし， r足りていなし、Jと答え

た母親が教室前に I人いたのに対し，教室後はO人になり， r十
分足りている」と答えた母親ゆ教室前後で2人から 4人へ増加

していた.このような変化は，教室に参加したことによって，

子供とふれあう機会が家庭内で増えたことによる影響だと思わ

れる

ふれあいの内容に関して見てみると， rふれあう時聞が増え

たjと答えた母親が38%おり，その数は半数に満たなかったが，

f話をする時間が増えたj と答えた母親は61%と高かった.こ

の結果から， トータルとしてふれあう時間の長さは大きく変化

していないが，母親が家事などを行っているときに子供と話す

Vo1.l8，2 0 1 0 

など，様々な場面で話をする機会や時間が増えたのではないの

かと予浪~する.また，ふれあい教室の話など，共通の話題が増

えたこともその大きな要因といえよう.

教室前に「外で一緒に遊んでいるカリとし、う質問にfI， ，~、えJ

と答えた母親が 18人6人し、たが，いずれも子供が2人以上(被

験者の子供に兄弟姉妹がし、る)の家庭であった.その中で，被

験者の子供に兄がいると答えた母親が6人中5人おり，子供が3

人以上(被験者の子供に兄弟姉妹が 2人以上)いると答えた母

親が 4人いた.つまり，兄弟姉妹が多いと子供だけで外で遊ぶ

ことが多くなり，母親が一緒に子供と遊ぶことが少なくなって

いるのではないだろうか.また，兄がいる家庭が多いことから，

子供たちだけで遊んでいても遊びの質はより高いものになって

おり，運動量が豊富になっていると思われる.

子供と会話したり読み聞かせをすることだけでなく，遊んだ

り運動することはより大切なふれあいの 1つである.rふれあ

う時間が足りているか」という質問に f足りていないJと答え

た母親5人のうち3人が「一緒に外で遊んでいなしリと答えて

いる.教室後に「一緒に遊ぶ時間が増えた」と答えた母親は 16

人中8人であった.その8人中 7人が r1回に遊泊輔が長く

なった」と答えていた.さらに， 8人中7人が「話をする時間が

増えた」と答えており， r孝恒詰古と比べてふれあう時間が増えたJ

と答えた母親6人全員が， r一緒に遊却摘が増えたJと答えた

8人の中に含まれていたつまり，ふれあし辱慢に参加したこと

で，話す時聞や緒に遊ぶ時間が増加し，親子のふれあう時聞

が土動日したという実感につながったものと考えられる.子供と

のふれあいの中で，一緒iこ遊ぶことそして運動することによる

肉併号なふれあし、は，子供の情緒安定のために役立つといわれ

ている.また、毅子で一緒に遊び，ふれあうことは，とても大

切な愛情表現にもなる8)

一方で， 2/3の母親はふれあいの時間が増大したとは実感し

ていない結果となったが，母親の子供とのふれあいについての

考えに変化が生じていたと思われる.それは「ふれあいで一番

大事だと思うこむという質問の結果を比べてみると， r体を使

って一緒lこ遊ぶjが17%から69%に， r行動を共にするjが6%

から 63%へと大きく変化しているためである.教室に参加し，

体を使って子供とふれあうことで，子供とのふれあいで大切な

のは時間の長さだけではなく，行動を共にし，一緒に遊ぶこと

が大事だと考える母親が増えたということである.子供とのふ

れあいの時間が満足に取れない母親が多いが，短い時間といえ

ども満足できる方法が，このふれあい教室に参加したことで経

験し理解できたのではなb、かと考える.

8.結論

アンケート調査により，教室前の調査では1/3の母親が，子

供とのふれあう時聞が少ないと答えていたしかし，ふれあい

教室に参加することで，親子のふれあし、が f足りていなし、」と

答えた母親が減り， r十づ示足りている」と答えた母親が埠訪日した.

これは，ふれあい教室に参加することで，子供との共通の話題

が持て，子供と話をする機会が増えたり，家庭でも体を使って
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遊ぶことが増えたためではなし、かと考える.さらに，教室後の

調査で，ふれあいで大事なことは，体を使って遊んだ、り，運動

したりすることだと回答した母親が多くなった.したがって，

親子ふれあい教室によって，母親の子供とのふれあいに関する

意識が改善し，家庭生活の中での行動変容を招いたものと考え

る.
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